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私卦Sathon 1,027 ６４２ ３２０ Kencan KhunHaingBoonnn SuanPhluu TalaadKau KromPhutharet Piirakaa Ｎｏｉ Samphanthawan8 1,500 1,682 1,024 ６００ Kblongtan lamSombat Suanluan 1,225 1,776 Wangsakrol Sllunk2mkhaaNakhronPhelchaka5cm NongCook Phongphet Muangthong ｏｎｋｈｅｍ ＮｏｎＣｏｏｋ 
注：数字の空白部分は不明であることを示すｃ 資料： DepartmenlofHealth,ＢＭＡ 
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大規模な高層集合住宅に転換する場合が多い。まとまった敷地面積を有する市
場は，大規模開発には好適といえるからである。1997年のバーツ雑落以前の
高層住宅の建設ラッシュは用地利用の用途転換を一層進めたといわれている。
(2)市場の規模と機能
市場の多くは卸売機能と小売機能が未分離で，大半は小規模である。しかし，
一部には大規模な市場も存在し，それは面積規模と売場区画数から判断できる。
また卸売機能に特化した市場もある。
バンコクにおいて卸売機能に特化しているのは，“PakkhlongTkllaad，,と呼
ばれる一画の市場であるＷｉしかしそれは正確にはNo.108のAngkanTnlaad
Pakkhlong,No.109のYOodPhiman,No.１１１のSongSerimKamKasetThaiの
3市場から構成されている（第１表)。地方からの腱産物は，まずこれら３市場
に運ばれ，この３市場での価格形成がバンコク全体における生鮮食料品価格を
規定してきた。しかし近年，敷地面積の狭臘化，交通渋滞による搬入搬出の困
難から近接の県に新たな卸売市場が設立さ;れ｣！''これら３市場はかつての独占的
地位を失いつつある。
(3)市場の開設者と販売業者
市場を開設しているのは大半は民間業者である。一部の市場はバンコク都の
関連機関，農業省，王室管財局，内務省関連機関等が開設者となっている。
市場の販売業者は開設者から区画を借用する。その区画は小さく，おおむね
１０㎡に満たない。ｌ区画のみ借用する場合もあれば数区画借用する場合もあり，
私設市場の場合，ｌ日当たりの賃貸料はｌ区画70～100バーツ程度である82)し
かし販売業者が市場開設者から直接借用する場合もあれば，借用者は名目に過
ぎず，そこから「又貸し」される場合も多い。その際，名目上の借用者は数十
区画を借用し，賃貸価格に上乗せして多くの販売業者に「又貸し」される。そ
れら自ら営業しない区画借用者は長期間固定されているといわれる。
市場内は肉，魚，野菜，果実などの販売品目ごとに大まかに区画され，販売
業者はその中の１区画または数区画を借り，販売する。販売業者はおおむね零
細である。それらの販売方法が客との交渉による価格決定方式であるW）
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生鮮食料品以外にも米，加工食品など貯蔵性の高い商品や，ilj場内で調理さ
れた食品なども販売されている。生満，とりわけ食生活に密称した多祇類の商
品を職人可能なのが従来の小売市場の特色である。
(4)市場の内実の変容
市場はこれまで不衛生な状況にあった。消費者が市場をこれまで信頼してき
たとはいっても，従来通りの不衛生さを放置すればi剛!〈者を連ざけることにな
る。
バンコク都では2002年から“HealthyMarket”を目標として掲げ，市場を
対象にして指導を開始した。ＴＩＴ場内の衛生管理を保ち，消費者が衛生上の不利
益を被らないよう指導することが目的である。
指導内容は倉庫の設置，ゴミ処理，水道の設置，トイレの改善，清掃計画の
設定等である?)しかし２００３年現在，その目標を達成しているのは155市場の
うち７市場に過ぎないIA5’“HealthyMarket”の基準を満たす市場は新たな客層
を確保するため，いずれも建物施設を新設するなど〆従来の住居地近接型から
新たな展開を見せようと試みている，比較的郊外に立地する市場である。基準
を満たす市場にはその認証マークが付与され，市場入り口付近に掲示されてい
る。
いずれにせよ，鮮度の高さ，低価格，価格交渉の可能性，小|｣販売など従来，
消費者に支持されてきた理由だけでは，今や消費者を市場に引きつけることは
困難である。現実に，米などの貯蔵性の高い商品を市場で購入する消費者は減
少しているという。それは従来の市場は駐車設備が未整備で，重量のある商品
を徒歩で持ち帰るのは困難だからである。そのため市場では，加工食品や米な
ど貯蔵性の高い商品の販売業者は減少している。市場への愛蒜，信頼といった
不変と考えられている消費者心理も，実は変化しつつある市場の現実に対する
愛着や信頼であり，従来通りの市場の販売方法や品質管理の方式へのそれでな
いことは事実であろう。
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Ⅳおわりに
これまでバンコクの市場（タラート）の概要を示してきた。そこで明らかに
なったのは市場数の減少，それに影響を及ぼしている量販店等の拡大，その利
用不可能な所得階層の存在，しかし市場利用者は低所得層に限定されないとい
う現実であった。とはいえ今日，市場は明らかに変容しつつあることなどであ
る。
ここでバンコクの市場を研究する上での今後の課題を提起しておきたい。ま
ず第１に，タイの小売業に関する把握視角の問題である。日本を基準にすれば，
タイの市場において販売業者との信頼関係，価格交渉の有無，鮮度の高さ等を，
消費者が市場を利用する主要因とする説明には理解しがたい面がある。しかし，
日本とタイの小売業態を同一に論じること，それ自体が矛盾をはらんでいるの
ではないかということである。
スーパーマーケットとはいっても業態は同一であっても，取扱商品に相違が
ある可能性がある。元来日本ではスーパーマーケットの多くが食料品店から発
展してきたという経緯の中で，旧来の商店街に立地していた食料品店が商店街
の衰退と共に減少し，生鮮食料品を取り扱う商店は今やスーパーマーケットし
か存在し得なくなりつつある。それゆえに日本では，スーパーマーケットは総
合的食料品販売店としてとらえられているが，旧来の食料品店と今日のスー
パーマーケットの間には小売業態による取扱商品の相違はそこには存在しな
い｡
しかしタイでは，小売業態による取扱商品の「すみ分け」が存在するとも考
えられる。例えば，市場（タラート）が扱う商品は生鮮食料品，スーパーマー
ケットは加工食品や貯蔵'性の高い食品，ショッピングセンターはそうしたスー
パーマーケットを併設するといった「すみ分け」である。とすれば在来の市場
(タラート）の強靭さは，実は価格や鮮度，あるいは販売方法などだけではな
く，そうした取扱商品の「すみ分け」を反映したものとも考えられるのである。
近年は，その「すみ分け」に変化が生まれつつあるともとらえられる。すなわ
ち小売業態を検討するにも，取扱商品という質的側面を考慮する必要があると
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考えられるのである。
第２に，市場をとらえる際，その敷地面積内の業者だけを対象にはできない
という点である。市場周辺には多数の露天商，行商が営業している。いずれも
零細な商人である。CHonglarom,KPolachan,Ｓ・Vattanachit，他（1986）に
よれば，低所得階層の食料購入先は市場からではなく行商からだという。そこ
には，より零細な商人と，より低所得階層との結びつきが見られ，それら露天
商，行商を市場の考察対象から排除すれば，タイの市場を構成する仕組み自体
を視野から除外してしまう可能性がある。
実際，タイをはじめ東南アジア各国では市場やデパート，さらにはコンビニ
エンスストアの周辺でも屋台が営業し，近代的小売業と屋台とは「共生」関係
にあるともいわれる（川端：2003)。それは露天商，行商も同様である。市場
とそれら零細商人とは一種の「共生」関係にある。
また一般に，周囲には市場を取り囲むように商店舗が立地している（友杉：
1994a)。これら商店では市場内とは異なった商品を扱っている。したがって
市場（タラート）を検討する際は，行商・露天商，さらには商店舗をも含め総
体として把握し，それら市場と零細商人，店舗を構える商人との関連を市場研
究の視野に取り込む必要があろう。
この小論は，法政大学在外研究員としてタイのタマサート大学に2003年４
月から約１年間，滞在した際，収集した資料に基づいてまとめたものである。
タマサート大学東アジア研究センターのYUphaKlangsuwan所長，同大学科学
技術学部のSomchaiChakhatrakan先生，東アジア研究センターのスタッフの
皆さんには多大なご支援をいただいた。１年間という貴重な時間を与えていた
だいた法政大学，タマサート大学の皆様にお礼申し上げます。
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注
（１）今日の[|本農業市場学会の前身である農産物流通研究会が発足して以来，本Ｎｉ的な
卸売市場研究が数多く行われているが，ここではその概略の整理は省略する。
（２）桶丼（1995)，Ｓ・Fukui,SJsvilanonda（1998）などがある。
（３）PKuwinpant（1980)､CHonglarom，Ｋ・Polachan，SVattanachit，他（1986)，
KChivakuIJ.WatanapuSuk.Ｓ､Thadanili，他（1982)などがある。
（４）タイでは一般に生鮮食#;}１W,市場だけでなく，いわゆる「市場（いちぱ)」形態をと
り，その':１１の|Z割りされた各区画で小規模販売者が営業する場所を「タラート」と
Ｉ呼ぶ。したがって衣料,Ｍ１推考が集『|Iして営業する市場も「タラート」と呼ばれる。
（５）しかし，実蘭上これら条件に合致しない市場にも営業を許可している場合もある。
例えば高架下にも市場が存在するが，それら市場で営業するのは大半が零細業者で
ある。基準を厳守すればそれら業者は排除されることから，施設が不十分ではある
が営業を許可している場合もある。
（６）もちろん，市場の存在はそうした経済的lUl面からだけではなく，社会関係を形作る
上での意味を持っていることも指摘されているが（友杉：1994a),本稿ではその
点については立ち入らないことにする．
（７）市場名，地区名はタイ識を英語表記したものである。それはタイ語特有の音韻を日
本諾表記よりは表現しやすいと判断したからである。
（８）バンコクの場合，市場開役者は例年10月に次年度，営業する旨をバンコク都保健
同（Departmen[ofHcallhBangkokMetropoIitanAdminislralion）に報告する。
ただし営業iiiF可を得ず市塒を開設している場合もあり，それを含めるとバンコク内
には170程度の市場が存ｲfするといわれる。
（９）ただし，１９８０年当時のバンコク都の担当部局と現在のそれとが同一であることは，
参考文献からは判断できない。さらに同一指標に基づいて市場を把握したとも判断
できず，減少数をここで1111断するのはＩＨＩ題がある。
(10）ここでも小売を行う業者は多い。
(11）TaIaadTaiとShiMongMuangの２市場である。
(12）公的機関が市場Ｍ１設者となっている勘合は，半額以下である。
(13）PKuwinpant（1980）やＭ・CBSzanton（1972）が満目したのが，市場での社会関
係を端的に示すとされるこの交渉方式である。
(14）その他には，商品を地上60ｃｍ以上に櫛くことも指導内容に含まれている。市場内
の床面は通ｆＩｌｒ，水で濡れ，生鮮食料品を管理する上では不適切なTlT場が数多くある
からである。
(15）他に’市場が“HeallbyMarket.,の基準を満たしているが，その市場は公式に営業
ｉｉ↑TiJを得ていない。
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